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  （３）乳児死亡及び新生児死亡 
乳児死亡数は114人で、前年より5人増加した。乳児死亡率は、出生千人に対し  

2.0で前年の1.9を0.1ポイント上回った。 
乳児死亡のうち新生児死亡数は、50人で前年より2人増加した。新生児死亡率は、

出生千人に対し0.9で前年の0.8を0.1ポイント上回った。 
全国は、乳児死亡率2.2、新生児死亡率1.0であった。 

 
表－１９ 乳児死亡及び新生児死亡の年次推移 
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  （４）自然増減 
平成24年の自然増減数（出生数から死亡数を減じたもの）は△2,194人で、前年の

389人より2,583人減少し、戦後初めて増加から減少に転じた。 
年次推移をみると、第2次ベビーブーム期の昭和46～49年には75,000人を超えてい

たがその後急激に減少し、平成15年に20,000人を、平成20年から10,000人を割って

いた。 
自然増減率は、人口千人に対し△0.3で前年より0.4ポイント低下した。全国の自然

増減率は、△1.7であった。 
県内で自然増減数がマイナスの市町村は、63市町村中43市町村であった。 

 
  表－２０ 自然増減数及び自然増減率の年次推移 
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市町村別にみると、高率順では戸田市(5.7)、和光市(5.2)、朝霞市(4.3)の順である。 
また、低率順では、東秩父村(△15.5)、長瀞町(△13.1)、ときがわ町(△9.0)の順で

ある。 
 

表－２１ 市町村別にみた自然増減率（高率順） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



28 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


	25 （３）乳児死亡及び新生児死亡.doc
	26 （４）自然増加.doc

